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■「羽田空港跡地第１ゾーン整備事業（第一期事業）」 
への開発内容についてご意見いただけますでしょうか。

この事業は大田区と世界を繋ぐ拠点となり中小企業の

発展、区内雇用の増加につながる開発であってほしいと

思っています。大田区には高い技術や技能を持つ職人が

沢山いらっしゃいます。そんな方々の背中を押すような

仕組みを考えてもらい、大田区が一層発展していければ、

と思います。

■本事業も含めた羽田のまちづくりについて 
考えをお聞かせいただけますでしょうか。

跡地開発のタイミングは羽田・糀谷地区の我々にとっても

将来につながるまちづくりを考えるチャンスでもあり、こ

れを機に一層、地区の活性化を考えていきたいと思って

います。地元の方々が気軽に立ち寄り、ふれあえるだけで

なく、訪れた方が羽田・糀谷地区にも足を伸ばしたくなる

ような施設であってほしいと思っています。

■最後に本事業の開発始動にあたり、 
ひとこと頂戴できますでしょうか。

大田区長が跡地利用について仰っている「大田区を国内

外の玄関口とし、跡地では日本の技術や文化の発信拠点

形成を目指していきたい」との言葉には私も強く共感して

います。この跡地開発をきっかけに地元の羽田地区も大

いに発展できればと願うと共に、大田区の繁栄、大田区

民の幸せに繋がっていくことを願っています。
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催
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仮
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ｐ
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。

　

起
工
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大
田
区

長
も
挨
拶
を
行
い
、「
官
民

連
携
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２
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。
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０
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９
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概
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羽田・糀谷地区にとって将来につながるまちづくりを考えるチャンス 羽田地区町会連合会会長 伊藤武夫 様

「羽田空港跡地第１ゾーン整備事業（第一期事業）」の
本格始動にあたり、地元羽田地区の町会連合会会長を
務める伊藤武夫様に本事業に対する思いを伺った。
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